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十
月
十
七
日
に
岡
山
市
で
開
催

さ
れ
た
第
五
十
九
回
新
聞
大
会

　
言
本
新
聞
協
会
主
催
）
で
記

念
講
演
を
し
た
。
「
人
道
支
援
に

お
け
る
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
－
Ａ

Ｍ
Ｄ
Ａ
の
経
験
を
通
じ
て
」
が
演

題
で
、
訴
え
た
か
っ
た
の
は
メ
デ

ィ
ア
の
公
共
性
に
つ
い
て
だ
っ

た
。

　
公
共
性
と
は
「
な
く
て
は
み
ん

な
が
困
る
こ
と
」
。
ち
な
み
に
、

公
益
性
と
は
「
あ
れ
ば
み
ん
な
の

役
に
立
つ
こ
と
」
で
あ
る
。
メ
デ

ィ
ア
の
公
共
性
は
不
条
理
の
世
界

に
放
り
出
さ
れ
た
人
に
対
す
る
連

帯
感
の
創
出
に
あ
る
と
思
っ
て
い

る
。
「
ら
心
に
こ
の
よ
う
な
目
に

遭
う
の
か
」
に
対
し
て
「
あ
な
た

を
見
放
さ
な
い
、
あ
な
た
を
見
捨

て
な
い
、
あ
な
た
を
見
限
ら
な
い
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ

と
で
た
る
。

　
　
○
　
Ｏ
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今
、
そ
れ
が
十
二
分
に
な
さ
れ

て
い
る
だ
ろ
う
か
。
例
え
ば
、
「
国
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で
感
謝
し
た
三
十
力
国
に
日
本
の
る
だ
ろ
う
。
世
界
に
は

日
本
が
発
さ
れ
た
時
、
私
は
中
国
新
聞
社
か
　
主
権
在
民
国
家
で
は
、
全
知
全

天
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天
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宍
　
　
　
　
名
前
は
な
か
っ
た
・
　
　
　
　
　
　
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
二
つ
の

ら
取
材
を
受
け
た
。
｛
日
本
は
イ
能
で
あ
る
神
に
選
ば
れ
た
預
言
者
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「
顔
の
見
え
な
い
日
本
」
。
こ
グ
ル

ー

プ
が
あ
る
。
世
界
を
動
か
ラ
ク
の
友
と
し
て
、
白
血
病
や
が
は
国
会
議
員

と
い
え
る
。
そ
の
代

大
　
　
　
　
　

‥
、
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の
衝
撃
が
日
本
中
を

ｔ
ｔ

さ
せ
し
て
い
る
「
啓
典
の
民
」
と
世
界
ん
な
ど
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
の
後
遺
症
表
が
内
閣
で

あ
る
。
「
世
界
で
唯

ｆ
一

’
　
　

９
　
　

た
。
国
際
貢
献
と
は
何
か

Ｉ

を
深
人
口
の
八
割
を
占
め
る
「
血
縁
共
に
悩
む
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
　
一

の
被
爆
国
と
し
て
、
劣
化
ウ
ラ

ー
ー
　

ー

1 1
回

1 1
　

く
論
議
し
、
定
義
す
る
こ
と
な
く
、
同
体
社
会
」
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
『
サ

マ

ー

ワ

・

ヒ
ロ
シ
マ
子
ど
も
ン
弾
に
苦
し
む
イ
ラ
ク
の
友
を
見

大
　
　
　
　
　
　
丿
密
顎
１
　
　
　
　
　

外
務
省
は
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
対
す
る
公
的
　
　
「
啓
典
の
民

」
と
は
旧
約
聖
書
、
病
院
』
を
つ
く
る
。
そ
し
て
広
島
捨
て
な
い

」
。
自
衛
隊
を
派
遺
す

七

・
　

際
貢
献
」
の
分
野
。
「
国
際
協
力

」
支
援
を
強
化
し
、
郵
政
省
（
現

・
　

新
約
聖
書
そ
し
て
コ

上
フ
ン
を
信
大
原
爆
放
射
線
医
科
学
研
兜
所
が
る
前
に
、
総
理
大
臣
あ

る
い
は
大

三
　
に
代
わ
り
、
こ
の
言
葉
が
メ
デ
ィ
日
本
郵
政
公
社
）
は
国
際
ボ
ラ
ン
仰
す

る
人
た
ち
で
あ
る
。
民
が
神
支
援
し
、
自
衛
隊
が
警
護
し
て
は

」
臣
ク
ラ
ス
が
ア
ル
ジ
ャ
ジ

上
フ
や

万
　
ア
に
頻
繁
に
登
場
す
る
よ
う
に
な
テ
ィ
ア
貯
金
を
発
足

さ
せ
た
。
こ
と
の
契
約
を
破
っ
た
時
に
、
神
は
と
提
案
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　

ア
ル
ア
ラ
ビ
ア
で
彼
ら
に
こ
う
し

一
　

っ
た
の
は
一
九
九
〇
年
の
湾
岸
軟
う
し
て
「
国
際
貢
献
と
は
平
時
の
民
を
皆
殺

し
に
す
る
前
に
預
言
者
　
こ
の
発
言
に
は
次
の
よ
う
な
思
た
メ
ッ
セ

ー

ジ
を
伝
え
る
べ
き
だ

不
条
理
な
世
に
連
帯
創
出

メ
デ
ィ
ア
の
公
共
性

争
以
後
で
あ
る
。

　
日
本
は
、
ク
ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻

し
た
イ
ラ
ク
と
戦
っ
た
多
国
籍
軍

を
主
体
に
当
時
の
一
年
分
の
Ｏ
Ｄ

Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
を
超
え
る

約
百
四
十
優
一
を
拠
出
し
た
と
い

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
戦
争
後
、

ク
ウ
ェ
ー
ト
が
米
国
の
新
聞
紙
上

Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
紛
争
時
の
自
衛
隊
」
の

イ
メ
ー
ー
ジ
だ
け
が
定
着
し
た
。
メ

ッ
セ
ー
ジ
な
き
国
際
協
力
と
い
え

る
。

　
だ
が
、
「
な
ぜ
今
、
国
際
貢
献

な
の
か
。
不
条
理
な
世
界
を
前
に

ど
ん
な
役
に
立
つ
の
か
」
に
対
す

る
説
明
の
な
い
善
意
は
拒
否
さ
れ

を
派
遣
す
る
。
預
言
を
守
れ
ば
救
い
を
込
め
て
い
た
。
シ
ー
ア
派
も

っ
た
。
広
島
県
知
事
や
広
島
市
長

で
も
良
か
っ
た
。

　
○
　
Ｏ
　
Ｏ

　
日
本
が
国
際
社
会
で
孤
立
し
な

済
さ
れ
る
。
預
言
者
の
宗
教
で
は
ス
ン
ニ
派
も
絶
対
に
支
持
す
る
。
い
世
論
形
成
こ
そ
が
メ
デ
ィ
ア

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
肝
要
で
あ
る
。
一
　
子
ど
も
は
大
人
の
希
望
だ
か
ら
。
の
公
共
性
で
あ
る
。
今
ほ
ど
「
啓

方
の
血
縁
共
同
体
社
会
の
人
た
ち
ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
の
人
た
ち
に
と
典
の
民
」
と
「
血
縁
共
同
体
社
会
」

に
は
「
家
族
と
し
て
、
友
と
し
て
」

行
動
し
、
発
言
す
る
こ
と
が
キ
ー

ワ
ー
ド
と
な
る
。

　
二
〇
〇
四
年
二
月
、
イ
ラ
ク
復

興
支
援
特
別
措
置
法
に
基
づ
い
て

海
上
自
衛
隊
員
基
地
（
呉
市
）
か

ら
輸
送
艦
が
ク
ウ
エ
ー
ー
ト
ヘ
派
遣

っ
て
日
本
と
い
え
ば
、
日
露
戦
争
と
の
良
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

と
東
郷
元
帥
、
ヒ
ロ
シ
マ
と
原
爆
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る
時
代
は

で
あ
る
。
「
誰
が
劣
化
ウ
ラ
ン
弾
な
い
だ
ろ
う
。
「
何
故
に
こ
の
よ

を
発
射
し
た
の
か
。
誰
が
原
爆
を
う
な
目
に
遭
う
の
か
」
。
彼
ら
の

落
と
し
た
の
か
」
。
被
害
者
同
士
切
実
な
問
い
を
常
に
念
頭
に
メ
ッ

を
結
び
つ
け
る
影
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
続
け
て
ほ
し

も
含
め
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
い
。
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